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1 はじめに
平成 18年 4月,岡山県教育委員会は,県
内公立中学校 164校第 1学年生徒 17.340名
全員を対象に,平成 18年度学習到j割犬況調
査を実施した｡同委員会は,平成 18年 8月
に調査分析を終え.諮問機関であるプロジェ
クト会議を経て,同 9月 ｢平成 18年度学習
到達状況調査報告沓｣として.その調査結果
を県内すべての小 .中学校に公表した､
本稿では,今回の調査の目的と問題作成 L
の特徴を締単に示した上で,筆者が同調在の
問題作成及び分析にかかわる中で得られた知
見を基に.これからの算数研究の方向作につ
いて私見を述べたい｡
2 調査の目的と問題作成上の特徴
本調査は,岡山l,賢教育委El会が平成 16年
度から実施している ｢確かな学力育成小中連
携事業｣の一つとして行われたもので,平成
17年度調査に引き続き今回が 2回臼である
調査の目的は,ノト学校終了段階における生徒
個々の学習到達状況を把握し,今後の算数 ･
教学の指導の改善に生かすことにある-
平成 17年4月に実施された第 1回Rの調
重では.数量や図形についての表現 ･処理及
び知識 ･理解についての益本的な内容につい
てはおおむね良好という結果を得ているっし
かし,これと比較して,数学的な考え方に搬)
する舷本的な内容についての透過率が低 く,
考える力の育成を図る指導の充実が課題であ
ることが分かった｡
そこで.今回の調査では,簡単な計算間越
や公式をそのまま適用すれば解答できる問題
は極力減らし,図 1に示すような牛.徒の思考
力を問う問題を多く出退することにした｡
日 次の歯形の色のついた鵠分の缶fri,(I).(2)のような式に鼓して桝 ま
し/=｡とのLうに考えてJLbI_-のでし上うれ それぞれ艮明し‡し▲う.
5(2A (1) (b叫 )i (5◆2)i2=35
(b十斗)メ2ナ2=JO
35-10二2号
(2) うyb.ナ2=一6
5メLJ†2=lO､b/C I5+lO2～
図l 式の意味を読み取り.説明する問題
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3 これからの算数研究の方向性
(l)考えることの楽 しさを実感させる授業
今回の調査で,無解答であった生徒の割合
が 49.7O/Oと姑も高かった問等副ま,｢五角形の
内角の和を途中まで求めている場面を読んで
その続きの式を考える問題Jt図2)であった
E) 次の馴1､移,-)ささ人が7i角Rjの.q如 畑 の求め方tbi研一て_JJ>こ
ろtLT..一うきさんの考it すい て､五A形のnAの和f,諦める{_.79.二l.ー
このI'とどのLうriAを7けELI上LLでLlうカ.,そ1>丈を事⊥ましり
三柵 の内如 如tJl80'です.
図2 約半数の生徒が無角等答であった問題
考え方の説明を求める問題で軽解答が多い
のは,-平成 17年 1月25日及び同2月 17口
に国立教育政策研究所が実施した ｢特定の謂
掛 こ関する調査｣でも同様な傾向が見られ,
現在のモー数 ･数学の授業の課題の一つをここ
に見ることができる｡すなわち.丑本的な計
訊問祖や公式をそのまま適用すれば解決でき
るようなL.問題のJF.答準は高いが.少し靴しい
と悠 じるような文章問題を前にすると,し-)
くり考えることなくあきらめてしまう斬't･が
多いと考えられる,したがって,今後は,育
えることの楽しさを実感する常数授鷲の実現
をEl指 した指導の改世が必要である.
ここ数年,算数手車二おけるI1.趨解決の授業
の形骸化が問魅となっているが,常数の授業
は,間組解決の授業が本来の姿であることに
異論を挟む余地はないであろう=
実際,帖新の算数教育関連の雑誌や研究会
での指耕案を見ても,そのほとんどが ｢問題
の構成 (設定)｣｢問題の理解 (把握)｣｢解決
の計tgJ｢解決の実行｣｢解決の検討｣の5段
階もしくは4段階で隅成されており,研究課
迫も問担解決の授業の充実を目指 したものが
大半を占めている 筆者は.県l勺の小学校で
行われる算数校内研修なとで,年間述べ 30
-103-
から 40 の算放授業を見る機会があるが,そ
のほと/i,どが,学校によって指 鞄駕 Lの項目
こそ違うものの.基本的にこの過程を意識 し
T=授業であり,岡山県内の現状 も全[-7主lとほほ
同相と見られるっ
したがって,考える楽 しさを実感 させる授
業を実現するためには,この間趨解決の接 紫
の/iTr学習過権で ｢大改善で !.ることは何かを
考えることか大切である｡具体的には,子と
もたらが本当に考えたくなるような間矧'Jfq発
や'L描加勺活動の T_夫,提′J-I+る問笹は教科rB-
の問題であっても,子ともが主体的に問抱に
かかわる瞬間をつくる授業展開の工夫などが
今後･酎見したい研究として考えられる)
(2)数学的表現力を育成する授業
姑近では.極端な学力低下論は形を潜めた
印象がある｡これは,国際数百到達度評価学
会 (IEA)による国際数学 ･押印教育動向調
査 (TIMSS1999,TIMSS2003),経済協力開
発倭隅 (OECD)による生徒の学伺到遁度調
餐 (PISA2000,PISA2003),国立教育政策
研究所教育課程研究センターによる教育課程
I-JI一施状(R調査 (平成 13年度調査,平成 15年
度調布:という,全国の小 ･中 ･高等学校を
対象とした錘作為抽出調査の結果が公表され
るようになったことと関係が深い)
日本数学教育学会教育課程委員会(2006)は
｢出際比較調査での筏がl:Rtの算数 .数学の蚊
誠の高さは,算数 ･数学の目標である概念の
上l旦解に関する指1.gが国際的に見ても十分に機
能 しIいることを示7,ている ｣と分析 した ト
で,これからの貨数 ･数学では,算数 ･数学
を使って考えを伝え合うことや実世界の問題
桐決を行 うなどの舘放 ･数学の能力を習得す
ることが重要であると述べている｡
岡LJl県教育委i=i会が実施 した･今回の調査で
ち.その問題作成に当たっては.先に述べた
各種の訓査を参考にし,生徒の放学的表現力
を見る問鞄を多く出題した 問題ことの詳細
な結果分析は,岡山県教育委員会が発行 Ll=
報告出 こ譲るが,本県においても数学的表現
)]のfJ'戒に大きな課題があることは.今回の
調査からも明らかとなった J
中原(1995)によれば,小学校算数の土石'j7で
見られる表別様式は.現実的表現,操作的衣
規,LIx]的JL<硯, ｣詔 的表現.記那 勺表現の五
/'に'JHBできると述べ一十いる_日本牡牛教TJ'
学会教育課柁委員会が指摘 している算数 ･数
学を使って考えを伝え合う力を育成するため
には.中原の分頓 した五つの表現様式を必要
に応 じて適切に使い分ける力を授業で育成す
ることが大切である･J射 本的:=は,低学年か
ら中学年にかけては.それぞれの表現様式を
確')こ韓験させること,中学年から商学牢に
かけては,例えば,言菜で表現 したものを式
や図で表現 し正したり,その反対に式や回で
衷現 したものを言喪で言い換えたりするなど,
それぞれの表現様式を関連させて使う経験を
多く取 り入れることが考えられる｡今後は,
数学的表現の系統性や関連性を考えた指導に
ついての研究が菰紫となるであろう｡
(3)実感の伴った理解 を促す授業
現在,学習指導票鞘の改訂に向け.中央教
~F/J審議会教育‖果程部会やその下に設けられて
いる各孝女科の卑門部会!･')-で検討が重ねられて
いる)今回の改訂:J:,21世紀になっ し~初めて
行わ九/i,ものであり.文字通 り 21HL紀の算
数教育の方向を大きく左右する重要な改訂と
なることは疑いの余地はない.､しかし,中央
教育'*言度会教育課杵都会詐欺 .牧草専門部会
の議事録などから判断すると,新 しい学習指
導要領でも,硯行の学習指導要領の算数杵の
目標に ｢年数的活臥 .や ｢桔軌の楽しさ｣ と
いう上言を加えた理念は今後も引き継がれる
ことが容易に想像できるL,中でも,数量や図
形についての牡かな感覚を育成する授業,す
rd:わら実感の伴っ/=f朋軍を促す授紫の実現は,
児酎 こ算数の知識や技能を碓嚢に走着 させる
Lで泉質な意味を持つと考えられており.こ
れからの算数致青でもさらに研究を進める必
要がある､
4 おわりに
算数教育の目的は,軌道性の基礎を培うこ
とであると言われている=算数教育を通 して.
身∴付けさせたい多面的にみる力や論理的に
考える力は,21世紀に生きるチビもたちにと
って必須の力である′今後も舘数教育の充実
口和 ナて兵鞄に研究に取 l)組んでいきたい｡
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